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【 事 務 局 】 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 議事 

 （１）第４次カモシカ管理計画（案）について 

（２）その他 

【 事 務 局 】 （資料により説明） 

【青井委員長】 それでは、カモシカの生息状況のところで前半の質疑としたいと思います。

ただいまの説明について何か質問等ありますでしょうか。 

【 堀 野 委 員 】 表 10 の捕獲申請数について、 近は申請が少ないようですが、これは何か

理由があるのでしょうか。 

【 事 務 局 】 被害の大きい市町村の担当者に話を聞いたところ、市町村実施計画をたて

るにあたり、被害防除対策の状況把握や生息密度調査を行う必要があるため、

ハードルが高いということがあります。また、シカの被害のほうで手一杯で、

カモシカのほうには手が回らないということでした。近年はカモシカによる

農業被害などの苦情はほとんどないそうです。 

【 堀 野 委 員 】 わかりました。表４、表５で実施された生息密度調査の方法を記載した方

がよいと思います。どのような方法で行っているのでしょうか。 

【 事 務 局 】 追い出し調査と痕跡調査を行っています。 

【 堀 野 委 員 】 ２つの方法を組み合わせて行っているのであれば、やはり方法を明記する

必要があると思います。 

【 事 務 局 】 調査方法について、追加させていただきます。 

【青井委員長】 口頭では説明がありましたが、生息密度調査の結果、この 10 年間で減少し

ておりますので、これは文章の方にも減少傾向であると記載した方がよいと

思います。 

【 事 務 局 】 そのように記載させていただきます。 

【青井委員長】 また、表８の林業被害について、実損面積は 1.07ha となっているのに対し

て、下の図を見るとかなり多くの市町村で被害が発生しているようですが、

この数値は間違いないでしょうか。 

【 事 務 局 】 多くの市町村で被害はありますが、いずれも 0.1ha 程度と小規模なので、

このような数値になっております。 

【青井委員長】 それでは、この数値で間違いないということですね。その他に何かありま

すでしょうか。 

【 藤 澤 委 員 】 表８ではカモシカの生息密度が減少していますが、これはカモシカが減っ

ているということなのでしょうか。 

【 事 務 局 】 生息密度は確かに減少していますが、カモシカの数が減っているかという

点については不明です。分布域が拡大している可能性もありますので、県全

体の生息数についてはこのデータからは正確なことはわかりません。 
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【 藤 澤 委 員 】 猟友会では教育委員会からの委託を受けてカモシカの死亡個体の処理や報

告をしておりますが、担当から聞いた話ですと、死亡個体は平成 26 年、27

年と増えてきたようです。そこでカモシカの数が増えてきたのかと思ってい

たのですが、今年に入るとそうでもないようで、判断しかねているところで

す。 

【 事 務 局 】 生息密度調査の地点が決められているのですが、その調査地点での生息密

度が減少しているということはあると思います。滅失届出数や死亡個体の発

見場所というデータを見ていただくと、死亡個体の発見頻度が見られるので、

調査地点ではないところにカモシカが現れているという可能性はあると思い

ます。カモシカの数が増えたか減ったかということではなく、里に出没する

頻度が増えたため、死亡個体の処理件数が増えたということは可能性として

考えられます。 

【青井委員長】 死亡数が 近増えている原因その他で、辻本先生の方で何か思い当たるこ

とはございませんか。 

【 辻 本 委 員 】 すべてを解剖検査している訳ではありませんので正確なところはわかりま

せんが、教育委員会との情報のやり取りで、死亡個体が増えたということは

聞きますが、カモシカの数が増えたということではないと聞いております。

また、盛岡での情報ですが、過去にカモシカがよくはねられていた国道で今

はシカがはねられているということも聞きます。数年前には岩手大学にカモ

シカが出たような報告もされております。いずれにせよ、はっきりと調査し

たものではありませんが、実感として、カモシカが里におりてきている傾向

はあるかと思います。 

【青井委員長】 他に何かありますでしょうか。無いようですので、生息状況については以

上にしたいと思います。それでは、後半の計画の概要について御説明をお願

いします。 

【 事 務 局 】  （事務局より説明） 

【 辻 本 委 員 】 ここ数年捕獲されていないということで、防護網の設置などの対策が功を

奏しているということであればよいことだと思いますが、先程の説明にもあ

ったように、市町村の実施計画を作るのが大変だということで、被害を許容

しているのが実態なのではと思うのですが、そのあたりは実際のお話などは

聞いていますでしょうか。 

【 事 務 局 】 おっしゃるとおり、計画を作るにあたって、被害防除対策を継続している

のか、被害は本当にシカではなくカモシカなのか、といったことを調査しな

ければいけないので、その辺りがハードルとなっているということは市町村

担当者からも聞いております。 

【 辻 本 委 員 】 カモシカも被害を出しているかもしれないけど、計画を作るのが大変です

し、シカかも知れないからほっておこうという意識なのか、シカの被害防除

もすることで、カモシカの被害防除もなされるという意識なのかそのどちら
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なのかと言うことが気になるところです。 

【 事 務 局 】 元々はシカの被害防止のために防護網の設置などを行っていたのが、結果

的にカモシカの対策にも繋がっていたというようなケースはあるそうです。

【 及 川 委 員 】 17 ページで「生息環境管理の推進にあたっては農林担当部局が主体となって

行う」と書いてありますが、これは県の農林担当部局なのでしょうか。 

【 事 務 局 】 そのように考えています。 

【 及 川 委 員 】 いわての森林づくり県民税や緑の回廊と例示されていまして、緑の回廊に

ついては動物が異動することによる生息環境管理、また、いわての森林税は

手入れ不足の針葉樹を広葉樹林化するということで生物の多様性と言う点で

関わりのある部分はあります。しかし、適切な生息環境の管理を農林担当部

局が主体として進めるということは違和感があります。林業サイドの森づく

りの部分で生物多様性には関わりを持つのですが、山づくりを行うことが主

目的である農林部局で生息環境管理を主体となって進めるというのは少し違

うのではないかと思います。 

環境担当部局の方で、「生息環境を作り出すことは必要であり、その中の事

業として、このようなものがあります」といったような調整をして進めるべ

きではないかと思います。 

【 事 務 局 】 いただいた意見のとおりだと思いますので、書き方について検討させてい

ただきます。 

【青井委員長】 要するに、農林部局が主担当ではなく、環境部局が主体となって連携して

行うということですね。その他何かありますでしょうか。 

【 藤 澤 委 員 】 現在、カモシカは有害駆除としては行われていないわけですね。 

【 事 務 局 】 はい、行われておりません。 

【青井委員長】 前半では生息密度が低下している状況が書かれているのに対し、後半では

第３次計画とほとんど変わらない内容になっていますね。被害は減って来て

いるし、生息密度も減少傾向であるということで、次期計画はこのままでも

よいかも知れませんが、その次の計画には内容を考える必要があると思いま

す。例えば、第一種の保護の対策に切り替えるということも考えなければい

けないと思います。全国でもシカの多い地域ではカモシカが減少傾向にある

と言われています。岩手県でも、カモシカについて保護的な色合いを出して

いくことについて、議論していく必要があると思います。 

【 事 務 局 】 今後の生息密度調査や被害の推移を踏まえながら、検討委員会で皆様の意

見を伺いつつ、次回以降の計画の方向性について検討したいと思います。 

【青井委員長】 その他にありますでしょうか。それでは今いただいた意見をもとに、事務局

で計画案の修正等お願いします。次に、議題の(2)その他について、事務局か

ら何かありますでしょうか。 

【 事 務 局 】 協議事項ではありませんが、計画作成に係る今後のスケジュールについて

説明します。まず、本検討会の意見を基に修正した案を９月下旬に岩手県環
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境審議会自然・鳥獣部会にて審議いただきます。その後、審議会の意見を踏

まえて案を修正し、12 月～1 月にかけてパブリックコメントを実施します。

さらに、年度末に環境審議会自然・鳥獣部会にてパブリックコメント等の意

見を反映させた 終案を諮りまして、年度内に県報告示、環境省への報告と

いうスケジュールで進めたいと思います。 

【青井委員長】 はい、ありがとうございます。その他何かありますでしょうか。それでは

本日の議事はこれで終わりたいと思います。後は事務局にお返しいたします。

【 事 務 局 】 青井委員長、議事進行ありがとうございました。本日は、委員の皆様には

忙しい中お集まりいただき、ありがとうございました。それでは、これをも

ちまして本日の会議を終了します。 

 


